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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和６年１２月６日 

件 名 あだち国際交流フェア２０２４の開催結果について 

所管部課名 地域のちから推進部地域調整課 

内 容 

あだち国際交流フェア２０２４の開催結果を次のとおり報告する。 

１ 日時・場所・内容 

令和６年１０月２７日（日） 休日開庁日 

内容 場所 時間 

ステージ発表 本庁舎２階庁舎ホール 10時～16時 

ウクライナ避難民に

よる民芸品販売 

本庁舎２階ホワイエ 10時～16時 外国にルーツを持つ

方々の作品展示 

世界のあそび紹介 

防災啓発コーナー 南館入口付近 14時～16時 

２ 主な内容 

（１）ステージ発表（１３団体）

ア 各国の伝統楽器演奏やダンスパフォーマンス

イ 外国出身者による日本文化の披露

ウ 外国人向け防災・防火関連の講演

（２）民芸品販売・作品展示

ア ウクライナ避難民が制作した民芸品の販売ブース

イ 外国にルーツを持つ方々が作成した作品の展示

（３）世界のあそび紹介

東京電機大学と文教大学の留学生および在日本大韓民国民団東京足立

支部による母国のあそび紹介 

（４）防災啓発

ア 地震体験車・煙体験テント・消火器体験コーナーの設置

イ 防災マップ＆ガイド（多言語版）および防災アプリの周知
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伝統的な歌の披露 観客を交えたダンス体験 

     民芸品の販売 作品展示 

 世界のあそび紹介 消火器体験 

３ 参加人数 

約５００人（イベントパンフレットの配布数を参考に算出） 

４ 参加者の声 

（１）知人からの勧めでイベントに参加したが、ステージや展示・物販コー

ナーともに楽しむことができた。

（２）様々な国の歌や踊りを見ることができ、満足した。

（３）投開票所設営のため、区役所内の動線が限られていて、会場に辿り着

くのに時間がかかった。 

５ 今後の方針 

（１）様々な国の文化を知り、国際理解を深めるという目的達成のため、本イ

ベントは継続的に開催する。 

（２）参加者の意見を参考に、来年度の開催方法を検討していく。
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 
令和６年１２月６日 

件 名 「Ｌ・フェスタ２０２４あだち」の開催結果について 

所管部課名 地域のちから推進部多様性社会推進課 

内 容 

区と足立区女性団体連合会の共催イベント「Ｌ・フェスタ２０２４あだち」

を開催したので、次のとおり報告する。 

１ 目的 

区民との相互理解や交流を深め、性別に関係なく、その個性と能力を十

分に発揮することのできる男女共同参画社会の実現を目指す。 

２ テーマ 

 ～だれ一人、取り残されない社会を～ 

３ 開催日・会場 

（１）開催日

令和６年１１月 ９日（土） 午後 １時から午後５時まで

１０日（日） 午前１０時から午後４時３０分まで 

※ 国の「女性に対する暴力をなくす運動」期間

１１月１２日（火）～１１月２５日（月）

（２）会 場

エル・ソフィア

４ 参加人数と主な企画 

（１）参加人数合計 ２，４６１人（２，７２８人） 

（２）１１月 ９日（土） ８９５人  （７３８人） 

企 画 参加人数 

ジェンダーおしゃべりコンサート ６３人 

体組成測定・ベジチェック ２１８人 

絵本の読み聞かせ ４２人 

（３）１１月１０日（日） １，５６６人（１，９９０人）

企 画 参加人数 

赤ちゃんから楽しめる クラシックコンサート １１５人 

女性の意義ある参画を促すために～ＷＰＳ

（Woman, Peace and Security） の実践とは～ 

３３人 

ガザ、ウクライナの女性たちの悲惨な状況 ３７人 

※ （ ）内は令和５年度参加人数

注１ 

4



注１ 女性・平和・安全保障（ＷＰＳ）とは、紛争、災害等発生時に

女性、女児等の保護・救済に取り組みつつ、女性が紛争解決や災

害対応のあらゆる段階に参加することが、平和に資するという考

え方 

（４）１１月 １日（金）～１０日（日）エル・ソフィア１階ロビー展示

ア ［内閣府］女性に対する暴力をなくす運動啓発パネル展示

イ ＳОＧＩの多様性理解促進パネル展示  等 

 ５ 参加者の声（一部） 

（１）ジェンダーについてふだん勉強する機会が少ないため、勉強になった。 

（２）２歳の娘と来ましたが、とても楽しむことができました。ありがとう

ございました。 

（３）展示では足立区広報ガイドライン（公的表現ガイド）を知ることがで

き、改めて足立区の取り組みが良いなと感じました。講演では様々な経

験を聞くことができ、励みになりました。 

（４）密度の濃い内容でとても良かったです。深刻なテーマもありましたが、

いろいろやる気が湧いてきました。 

（５）１階ロビーが展示・体験コーナーとあり、ごちゃごちゃしていた。

６ 今後の方針 

男女共同参画に関する重要な啓発機会である本イベントについて、今年

度の実施結果を踏まえ、今後も年齢・性別を問わず幅広い世代に来場して

もらえるよう、女性団体連合会と検討して進めていく。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和６年１２月６日 

件 名 
足立区民観戦デー（ＷＥリーグ日テレ・東京ヴェルディベレーザ戦）の

実施結果について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室スポーツ振興課 

内 容 

足立区民観戦デーの実施結果について次のとおり報告する。 

１ 日程 

  令和６年１１月２４日（日） 午後３時キックオフ 

２ 試合会場 

  味の素フィールド西が丘（北区西が丘３丁目１５番１号） 

３ 実施内容

（１）日テレ・東京ヴェルディベレーザ ＶＳ 大宮アルディージャＶＥＮＴ

ＵＳ観戦 

ア 対象

区内在住、在勤、在学者

イ 観戦者数

２７０名／申込者数は３８５名 ※ 招待・優待の内訳は不明

ウ 招待・優待内容 （  ）内は正規の値段 

小・中学生 22歳以下 23～64歳 65歳以上 

①ホーム自由席

立ち見 626席

無料 

（500円） 

無料 

(1,200円) 

無料 

(1,900円) 

無料 

(1,200円) 

②バック自由席

着席約 2,000席

100円 

（500円） 

100円 

(1,200円) 

500円 

(1,900円) 

100円 

(1,200円) 

※ ①は２００席を足立区席として開放

①・②いずれも発券手数料等２２０円がかかった。

（２）区民観戦デーイベント（概要）

ア 選手アップ入場時の通路をつくり拍手とハイタッチで迎える

「花道」体験

足立区在住・在学小学生  １７名／申込者１８名

イ エスコートキッズ

足立区在住・在学小学生  １９名／申込者７３名（抽選） 

ウ 足立区バトン・チア連盟４５名によるハーフタイムショー

エ 足立区立新田中学校サッカー部生徒によるボールパーソン体験
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和６年１２月６日 

件 名 今後のパラスポーツイベントの開催について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室スポーツ振興課 

内 容 

今後のパラスポーツイベントの開催について、次のとおり報告する。 

１ パラスポーツ体験会 ～知って、エンジョイ！パラスポデー！～ 

（１）日時

令和７年２月２日（日）午前１０時から午後３時３０分まで

（２）会場

総合スポーツセンター

（３）内容

パラスポーツを中心とした「誰でも」楽しめる競技の体験会

ア カーレット（テーブルカーリング）

イ 車いすバスケットボール

ウ ゴールボール（目隠しをしながら鈴の入ったボールを転がして行

う競技） 

エ サウンドテーブルテニス（視覚障がい者卓球）

オ 卓球バレー（卓球台の上を板状のラケットでボールを転がして行

う競技） 

カ ふうせんバレー（風船を使ったバレーボール）

キ ボッチャ

ク 陸上競技用車いす（レーサー）乗り比べ体験

ア カーレット

エ サウンドテーブルテニス

イ 車いすバスケットボール

ウ ゴールボール
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（４）主催

足立区、足立区スポーツ推進委員会

（５）協力

足立区視力障害者福祉協会、ＮＰＯ法人カーレットジャパン協会

東京都車いすバスケットボール連盟、東京都障害者スポーツ協会

２ 第３回あだち「レク・ボッチャ」大会 

（１）日時

令和７年２月１６日（日）午後１時から４時２０分まで

（２）会場

総合スポーツセンター

（３）内容

公式ルールを基本に、誰でも参加しやすいルールのボッチャ大会

ア １チーム３～６名のチーム編成

イ 事前申込制 ２４チーム以下（応募多数の場合は抽選）

ウ 申込期間 令和６年１２月２３日～令和７年１月１７日（予定）

（４）主催

足立区、足立区スポーツ推進委員会

オ 卓球バレー カ ふうせんバレー

キ ボッチャ ク 陸上競技用車いす

昨年度の様子 
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３ パラスポーツミーティング 

（１）日時

令和７年３月中旬（予定）

（２）会場

庁舎ホール（予定）

（３）内容

障がい者の運動・スポーツ活動をする場の拡充を図るため、障がい

者の運動・スポーツ関係者が情報交換を行う。 

（４）主催

足立区

４ 三澤記念東京都車いすバスケットボール大会 

（１） 日時

令和７年３月２２日（土）（予定）

（２）会場

総合スポーツセンター

（３）内容

東京都車いすバスケットボール連盟所属チームによる交流戦

（４）主催

足立区、東京都車いすバスケットボール連盟

５ 全国スペシャルトランポリン交流大会 

（１）日時

令和７年３月２９日（土）・３０日（日）（予定）

（２）会場

総合スポーツセンター

（３）内容

ア 障がいのある方のクラス別トランポリン全国大会

イ 誰でも参加可能なトランポリン体験会

（４）主催

足立区、日本体操協会

（５）協力

ＮＰＯ法人つばさの会

昨年度の様子 
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６ スペシャルクライフコートフェスティバル 

（１）日時

令和７年４月２９日（火・祝）（予定）

（２）会場

総合スポーツセンター

（３）内容

スペシャルクライフコートを中心とした障がいの有無にかかわらず

どなたでも一緒にスポーツを楽しめるイベント 

（４）主催

足立区

７ 周知方法 

  パラスポーツミーティングを除く各イベントは、次の通り広く区民へ

の周知を行う。 

（１）あだち広報への掲載

（２）区ホームページへの掲載

（３）ＳＮＳ（Ｘ、ｆａｃｅｂｏｏｋ）への投稿

（４）区施設、障がい者施設、福祉施設等でのポスター掲示

（５）チラシ配布
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和６年１２月６日 

件 名 梅田八丁目複合施設住民説明会の開催結果について 

所管部課名 
地域のちから推進部生涯学習支援室中央図書館 

図書館サービスデザイン担当課 

内 容 

 梅田八丁目複合施設の基本設計概要（案）について、複合施設整備用地

周辺地域の住民の意見を聞くため、次のとおり住民説明会を開催した。 

１ 開催日時、会場及び参加者数 

（１）第１回 １１月１５日（金） こども家庭支援センターげんき

午後 ７時から午後 ８時まで ４８人参加 

（２）第２回 １１月１６日（土） こども家庭支援センターげんき

午前１０時から午前１１時まで ２０人参加 

合計 ６８人参加 

２ 説明会の対象者及び周知方法 

（１）主な対象者

梅田八丁目複合施設整備用地周辺地域の住民

（２）周知方法

ア チラシの配布（町会・自治会、区民事務所、子育てサロンなど）

イ 小・中学校の保護者へのメール配信（C4th Home & School）

ウ 区ホームページ、ＳＮＳによる情報発信

３ 説明内容 

  梅田八丁目複合施設及び周辺環境（公園、道路）の基本設計概要（案） 

４ 主な質疑 

  質問１：２階建てとなり規模が小さくなったのか。蔵書は減るのか。 

  回答１：延床面積は約５，４００㎡で変わっておらず、規模は縮小し

ない。また、蔵書数も減らない。 

  質問２：キッチンカーやマルシェなど、飲食的なものを考えていると

思うが、図書館内でも飲食可能とするのか。 

  回答２：どこでも飲食可能とするか、部分的に可能とするかなど、運

用は今後検討する。 

  質問３：静けさを求める人向けのスーパーサイレントルームは５０席

で足りるのか。 

  回答３：他自治体の事例と比較しても充足していると考えている。周

囲も含めると静かな席は１００席程度設置する予定である。 
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  質問４：具体的な建物のイメージがわかるパースを提示してほしい。 

  回答４：途中段階でのパースの提示はイメージの固定化につながるお

それがあるため、今後お見せできる段階で提示していく。 

  質問５：この施設の防災の機能はどのように考えているか。水害対策

の考えを区として持つことはできないか。 

  回答５：災害時の活用も視野に入れている。水害時に２階を一時的に

開放することや、災害備蓄の用意も検討していく。 

  質問６：防犯対策はどのように考えているか。 

  回答６：建物内は壁が少なく見通しが良いが、死角部分など必要に応

じて防犯カメラを設置する。また、トイレでの犯罪防止のた

め、親子トイレの設置や男女の入口を離すなどの対策を講じ

る。 

５ 今後の方針 

（１）住民説明会での質疑を踏まえて、引き続き設計業務を進めていく。

（２）今後も施設整備の節目のタイミングを捉え、地域への説明を丁寧に

行っていく。 
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